





Factors associated with social participation among the elderly in 3 urban areas






































































































　親しい友人や仲間の数 ＋ ＋ ＋ ＋
　外出や活動参加への誘い（基準：なし） ＋ ＋ ＋






注 2：大阪は大阪調査（岡本ら 2006）、市川は市川調査（岡本 2012）。
注 3： 居住年数は、大阪調査では「基準：20 年未満」「20 年以上」とする 2 つのダミー変数、市川調査では「基準：5 年未満」「5





























各項目について、過去 1 年間に活動ありという回答に 1 点、活動なしに 0 点を付与し、社会活動の側面
ごとに単純加算した。加算した社会活動の得点は高得点もしくは 0 点に偏る傾向があり、正規分布から大
きく外れてしまい連続変量として扱い分析するのは望ましくないため、高位群＝ 1 、低位群＝ 0 とする 2
値変数に再コーディングした。得点が高得点に偏る個人的活動は、高位群と低位群の割合が均等になるよ
うにし、 0 ～ 7 点を低位群、 8 ～10点を高位群とした。社会的活動と学習的活動は、 0 点の者が多くな
るため、 0 点を低位群、 1 点以上を高位群とした。
（2）基本的属性に関する変数
基本的属性に関する変数は、年齢、性別（女性＝ 0 、男性＝ 1 ）、配偶者（いる＝ 1 、いない＝ 0 ）、学歴、
暮らし向き、居住年数（20年未満＝0、20年以上＝ 1 ）の 6 変数とした。学歴は、中学校卒業を基準カ
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テゴリー（＝ 0 ）とした 2 つのダミー変数（高等学校卒業、短大・大学等卒業）とし、暮らし向きは、大
変・やや苦しいを基準カテゴリー（＝ 0 ）とした 2 つのダミー変数（ふつう、大変・ややゆとりあり）と
した。
（3）身体的状況に関する変数
身体的状況に関する変数は、IADL（Instrumental Activities of Daily Living；手段的日常生活動作）、外
出時のからだのつらさの 2 変数とした。IADLは、食事の用意、預貯金の出し入れ、日用品の買い物、バ
スや電車の利用の 4 項目それぞれについて、「できる」＝ 1 点、「できない」＝ 0 点として単純加算し、 4







なものを感じる」の 4 項目を使用し、それぞれ「とてもそう思う」＝ 5 点～「まったくそう思わない」＝





「とてもそう思う」＝ 4 点～「まったくそう思わない」＝ 1 点の 4 択でたずねて単純加算し、それぞれ12
点満点の得点とした。
（5）社会・環境的状況に関する変数
社会・環境的状況に関する変数は、社会関係に関する 2 変数、活動情報に関する 2 変数、公共交通利用
環境の 1 変数、技術・知識や経験の 2 変数、計 7 変数とした。
社会関係は、親しい友人や仲間の数、外出や活動参加への誘いの 2 変数とした。親しい友人や仲間の数は、
「特にいない」＝ 0 点、「1 ～ 2 人」＝ 1 点、「3 ～ 4 人」＝ 3 点、「5 ～ 6 人」＝ 5 点、「 7 人以上」＝ 7




の人よりも知っていると思うかを「とてもそう思う」＝ 4 点～「まったくそう思わない」＝ 1 点の 4 択で
たずねて単純加算した。活動情報を教えてくれる人は、そのような人がいるかをたずね、いるという回答




関して、どちらか一方または双方に「不自由さを感じる」との回答に 1 を、それ以外に 0 を付与した。
技術・知識や経験は、技術・知識・資格、中年期の地域とのかかわりの 2 変数とした。技術・知識・資
格は、松岡の研究4)と同じく、地域で活動する際に活用できる技術・知識・資格などがあるという回答に
1 、それ以外に 0 を付与した。中年期の地域とのかかわりは、40～50歳代の時に居住している地域との











社会活動 3 側面の得点分布を表 3 に示した。社会活動3側面を2値変数に再コーディングした後の分布
について、個人的活動は、高位群（8 ～10点）の割合が56.4％、低位群（0～7 点）が43.6％であった。
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表２　分析対象者の基本的属性（n=440)
       人（％ )
年齢






























個人的活動  ( 0 ～ 10点) 7.4±2.0
社会的活動  ( 0 ～ 6点) 2.2±1.9
学習的活動  ( 0 ～ 4点) 0.6±0.9
表４　社会活動3側面の再コーディング後の分布



























　　平均値±標準偏差 13.0 ± 3.1
　変化や新しさを伴う活動的志向
　　平均値±標準偏差 7.2 ± 1.7
　平穏でのんびり志向
　　平均値±標準偏差 8.5 ± 1.5
［社会・環境的状況］
　親しい友人や仲間の数


































　年齢 　0.98(0.92-1.03) 　1.00(0.94-1.07) 　1.01(0.96-1.07)
　性別（基準：女性） 　0.86(0.48-1.55) 　1.36(0.72-2.57) 　1.16(0.67-1.99)
　配偶者（基準：いない） 　1.18(0.64-2.15) 　0.75(0.38-1.48) 　0.86(0.48-1.53)
　学歴（基準：中学校卒業）
　　高等学校卒業 　0.91(0.51-1.63) 　0.81(0.41-1.58) 　1.57(0.89-2.77)
　　短大・大学等卒業 　2.83(1.27-6.32)* 　1.28(0.53-3.10) 　3.89(1.86-8.14)***
　暮らし向き（基準：大変・やや苦しい）
　　ふつう 　1.20(0.62-2.32) 　1.35(0.65-2.81) 　0.90(0.47-1.72)
　　大変・ややゆとりあり 　1.99(0.89-4.43) 　1.09(0.46-2.60) 　0.90(0.43-1.89)
　居住年数（基準：20 年未満） 　1.08(0.59-1.98) 　2.05(1.09-3.85)* 　1.02(0.57-1.83)
［身体的状況］
　IADL 　2.22(1.18-4.16)* 　1.20(0.68-2.11) 　1.28(0.72-2.29)
　外出時のからだのつらさ（基準：なし） 　0.49(0.28-0.87)* 　1.09(0.57-2.07) 　1.58(0.89-2.82)
［心理的状況］
　地域社会への態度 　1.16(1.06-1.28)** 　1.20(1.09-1.34)*** 　1.07(0.97-1.17)
　変化や新しさを伴う活動的志向 　0.98(0.83-1.15) 　1.02(0.85-1.23) 　1.16(0.99-1.36)
　平穏でのんびり志向 　0.93(0.78-1.11) 　0.93(0.75-1.14) 　1.00(0.84-1.18)
［社会・環境的状況］
　親しい友人や仲間の数 　1.07(0.95-1.20) 　1.16(1.01-1.33)* 　0.97(0.86-1.09)
　外出や活動参加への誘い（基準：なし） 　1.66(0.94-2.94) 　3.07(1.57-5.99)** 　1.41(0.82-2.44)
　活動情報の認知 　1.04(0.88-1.23) 　1.06(0.88-1.28) 　1.31(1.12-1.55)**
　活動情報を教えてくれる人（基準：なし） 　1.53(0.85-2.77) 　0.63(0.33-1.24) 　2.53(1.38-4.66)**
　電車・バス利用時の不自由さ（基準：なし）　1.24(0.61-2.51) 　1.58(0.70-3.57) 　0.75(0.36-1.55)
　技術・知識・資格（基準：なし） 　1.45(0.73-2.85) 　1.20(0.53-2.68) 　1.38(0.76-2.52)
　中年期の地域とのかかわり（基準：なし） 　1.49(0.85-2.61) 　1.15(0.62-2.11) 　1.10(0.63-1.93)
モデルχ2(df) 109.19(20)*** 77.29(20)*** 99.73(20)***
***p ＜ .001, **p ＜ .01, *p ＜ .05
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表 7　都市部 3地域における社会活動 3側面に関連する要因
個人的活動 社会的活動 学習的活動











　居住年数（基準：短い） ＋ ＋ ＋ ＋
［身体的状況］
　IADL ＋
　外出時のからだのつらさ（基準：なし） － － －
［心理的状況］




　親しい友人や仲間の数 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
　外出や活動参加への誘い（基準：なし） ＋ ＋ ＋ ＋
　活動情報の認知 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋





注 2：大阪は大阪調査（岡本ら 2006）、市川は市川調査（岡本 2012）、東京は今回の東京都区東部調査。
注 3： 居住年数は、大阪調査、東京調査では「基準：20 年未満」「20 年以上」とする 2 つのダミー変数、市川調査では「基準：5 年未満」
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